
 
 

 

 

バリアフリー整備ガイドラインの主要改正項目について 

 

 

平成 24 年度以降の 

詳細調査・技術検討結果の適用 

◆床と壁のコントラスト確保(H24)、空間の方向を示すデザイン(H24) 

◆錯覚を誘発するデザインの回避(H24) 

◆極端に大きなサイン、カラフルなサインの留意(H24) 

◆留意すべき色の組み合わせ(H25) 

◆色を活用した情報は文字・記号情報を付加して表示等(H25) 

◆新型ﾎｰﾑﾄﾞｱに対応した視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ敷設方法(H28) 

◆ＩＣＴ等を活用した誘導案内 

基準見直しに伴う記述内容・ 

扱いについて検討が必要 

◆トイレの機能分散の具体化・詳細化(配置、表示) 

◆内方線付き点状ﾌﾞﾛｯｸの敷設の記述修正 

◆ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ乗降ﾛﾋﾞｰ付近の下り階段及び段差 

◆ｴﾚﾍﾞｰﾀｰへの優先ﾏｰｸの設置                  等 

◆移動等円滑化された経路の複数ﾙｰﾄの定義、整備すべき状況 

◆乗継ぎ円滑化の定義、整備すべき範囲 

◆ｴﾚﾍﾞｰﾀｰにおける滞留の定義、適切なかごの大きさのあり方 

◆異常時、非常時の情報提供の範囲、施設整備のあり方(旅客施設、車両) 

◆鉄道の車椅子ｽﾍﾟｰｽの具体の確保のあり方 

◆ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽの基準化                      等 

◆案内用図記号（JISZ8210）                   等 

記述表現修正・拡充・充実 

について検討が必要 

◆ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの反映の検討・記述拡充 

◆トイレの異性同伴等を考慮した記述拡充 

◆視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸのｴｽｶﾚｰﾀｰへの誘導 

◆照明の明るさ 

◆床サイン、案内表示、音声案内の記述充実・拡充(乗換え含む) 

◆ノングレア素材の使用 

◆階段手すりのあり方 

◆プラットホームにおける好事例(嵩上げ、可動式ｽﾃｯﾌﾟ等) 

◆ユニバーサルデザインタクシーの記載充実              等 

基準等検討委員会 

における継続検討項目※ 

JIS 改正等に伴う修正 

⇒ ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ改訂検討委員会により検討（資料 5 参照） 

※基準等検討委員会における検討・整理の後、ガイドライン改訂検討委員会により検討 

資料４ 


